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.1 . Fig Pictures of direct production of droplets traced from photographs 
. Thick ~olid line indic~tes fir5t time iTT!i~ges and of MOET (two-calor) 
dotted line or thin solid line iJviicates second time iTnage5. 
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Fig. . The droplet velocity distribution along a representative wave ( 
16 m, Ur=16 ms-1 ) . Three kinds of circles indicate droplet size; size 
(droplet diameter d =0.81 Tnm-1.74 TOm) , size 2 (1.74 mm-3.76 ITtm) and 
size 3 (3.76 ~rrn-B.lO TTuTl) . Arrows indicate the droplet velocity vector 



















    
























   
hレと「1 h2
 Fig.3,Definiヒi。n。findiv⊥dua・wavesandwave蚕・rm
 parameヒers・
 (a)Awavecrestbetweenadゴacen七七wover七icallines
 istheun⊥七〇fpresentaηa!YS土sandcalledasan
 individualwave(2ero-crossingtrough-to一七rough)・
 (b〕Defini七iQno五wave丘。「mPa「amete「5。
 H=(h1+h2)ノ2
T=tId!
C
L=TC
 6=H1し
Tノ
`
t
t
T
T
t
-
'
 唯
ノ
 ー
コ
コ
^
コ
 禺
昌
=
=
=
R
R
R
R
R
 E
ど
よ
20
15
0
9
8
7
6
5
轟
3
2
!
 爵Fuhyヒlreaklng〔TγP。1〕/
 ̂P瑚br・a陶〔Type2〕,!ノ
 ̂N。nb酬ng“1〔Tγ図3〕!/
 。N・nbr醐g(2,〔Tγ解り,'!
!'
ノノ
 !ノ
 1
 魯。,
 ノA
 ,ノ
母轟
 、膿製/
 禎^4が8亀^
 δ搾。
⑦o
/O
 ノ㊥ノ
 !佃^
'A!
 ノ②/
 '㊥ノ。
 〆!!
 〆兎'
 ノ'
,!
!1
!!
'
 ノ!
 'ノ
 ノ'
ノ
0.2  0』O.4050.6α7αBO,9to
 T15〕
 Fig.轟.C。rre、a七i。nsbetween
 thewaveformparame七ers。
H-Toorrelation.
Dashedlinesindicate
 2-powerlaw(HQqTZ)。
Fourwavetypesare
 differenヒia七edby
 respectivefoursy曲o15・
 一183一
 繍其=,
 論文審査の結果の要旨
 水面上に風が吹くと風波が生ずる。この最初の発生の問題はすでに河合によって解決を見た
 が,その後の発達を含む風波の力学はいぜんとして多くの困難な要素を含んでいる。風の弱い間
 は水面は比較的滑らかであるが,風が強くなると水面は粗くなり,さらに波が発達してくると
 波の表面が崩れて水中には気泡がとり込まれ,水面上には水滴が生ずるようになる。本論文は,
 この水滴や気泡の生成を伴う風波の崩れの現象について流れの可視化法に属する新しい手段を
 開発して,これまでなされたことのない細部構造を,風洞水槽を用いて詳細に研究したもので
 ある。
 流れの可視化による計測のために,本研究では新しく色の異なるストロボを遅延発光させて
 重ね撮りし,その映像を解析する手段を開発した。これによって,崩れ波表面の微細な形状と
 その変化,気泡の捕捉,水中の気泡の運動,表面の微小突起の成長とその分解による水滴の生
 成,および気流中の水滴の加速などの過程の具体的イメージを,はじめて浮かび上らせること
 ができた。
 気泡生成については,個々の風波の峯のところに波の位相速度を越す流れができ,峯の前斜
 面に組織的な下向き流れが間歇的に生じて気泡が捕捉されることを示したが,その場合峯の前
 面によどみ点が生じることと,気泡生成の条件との問には,いま一つの段階が存在することを
 水流ジェットによるモデル実験事実とあわせて示唆している。
 さらに,崩れ波上の気流の分布と,それによる水滴の運動をも測定しているが,特に,風波
 の谷の上の,通常の測器では測定できなかった部分の流れの構造や,同じ波連でも異なるタイ
 プの個々波の上の気流構造の違いをも見いだすことができた。
 最後に崩れの進行過程と個々波の変化サイクルとの関係を追求し,また崩れつつある波だけ
 をとり出した場合,風波の全体的相似性と異なる相似性が存在することを見いだしている。
 以上のようにこの研究は海面境界過程の一側面の研究に新しい境地を開き多くの知見を見い
 だしたもので,申請者が自立して研究を行なうに必要な高度の研究能力と学識を有することを
 示している。
 よって小賀百樹提出の論文は,理学博士の学位論文として合格と認める。
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